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　４月16・17日、陶街道ゆとり公園を主会場に「砥

部焼まつり」が開催されました。

　２日間とも晴天のなか、大即売会や砥部焼絵付け

体験、砥部焼オークションなどが行われ、大人から

子どもまで６万人が来場し、３年振りの開催を楽し

みました。

　今年は「秋の砥部焼まつり」も開催予定です。ぜ

ひ会場にお越しいただき、数ある作品のなかからお

気に入りの１品を見つけてみてください。
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第 37回﹁砥部焼まつり﹂
待ちに待った３年振りの開催！
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上
島
架
橋
事
業
は
、
昭
和
44
年
８
月
29

日
に
旧
弓
削
町
・
生
名
村
・
岩
城
村
・
魚

島
村
で
構
成
す
る
上
島
諸
島
総
合
開
発
協

議
会
が
結
成
さ
れ
、
52
年
の
時
を
経
て
、

上
島
地
域
住
民
の
夢
で
あ
っ
た
「
ゆ
め
し

ま
海
道
」
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
弓
削
大
橋
、
平
成
23
年
に

生
名
橋
が
開
通
。
令
和
４
年
３
月
20
日
、

町
民
が
待
ち
望
ん
だ
岩
城
橋
の
開
通
に
よ

り
、
４
つ
の
島
（
岩
城
橋
・
生
名
橋
・
弓

削
大
橋
）
が
つ
な
が
り
、
半
世
紀
に
わ
た

る
長
年
の
島
民
の
悲
願
が
現
実
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
は
、
町
の
一

体
感
の
醸
成
は
も
と
よ
り
、
島
に
暮
ら
す

人
の
生
活
や
産
業
活
性
化
、
島
の
生
活
の

利
便
性
・
消
防
・
救
急
活
動
の
向
上
、
そ

し
て
観
光
振
興
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
上
島
町
は
瀬
戸
内
海
の
美
し
い

島
々
か
ら
な
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

で
、
４
つ
の
島
を
３
つ
の
橋
で
自
由
に
往

来
・
周
遊
す
る
ル
ー
ト
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
か

ら
も
さ
ら
に
注
目
さ
れ

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
に
な
り
ま
し
た
。　

　

上
島
町
の
特
産
品
は
、
青
い
レ
モ
ン
の

島
と
呼
ば
れ
る
岩
城
島
は
柑
橘
栽
培
が
盛

ん
で
、
特
に
レ
モ
ン
の
栽
培
が
多
く
、
加

工
品
も
多
数
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

弓削大橋 弓削島〜佐島 　567m

生名橋 佐島〜生名島 　515m

岩城橋 生名島〜岩城島 916m

　「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
全
線
開
通
！
　

上
島
町
の
海
域
で
は
、
身
の
引
き
締
ま
っ

た
真
鯛
や
キ
ジ
ハ
タ
が
多
く
漁
獲
さ
れ
る

と
と
も
に
海
苔
等
の
養
殖
業
が
盛
ん
で
、

鯛
み
そ
・
味
付
け
海
苔
・
乾
燥
ヒ
ジ
キ
・

蛸
め
し
と
い
っ
た
加
工
品
も
人
気
で
す
。

　

今
後
も
、
観
光
産
業
や
新
た
な
起
業
、

移
住
・
定
住
の
促
進
、
人
を
呼
び
込
み
新

し
い
人
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、

島
人
に
よ
る
上
島
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く

り
〜
住
民
自
ら
に
よ
る
、
産
業
・
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜

を
目
標
に
、
進
化
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
が

全
線
開
通
し
、
魅
力
ア
ッ
プ
し
た
上
島
町

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

弓削

岩城
佐島

ゆめしま海道
　延長約 6.1km

生名

上島町

魚島●

●

●

●豊島

高井神島

百貫島
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四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局
長
会
議

が
、
本
県
当
番
に
よ
り
4
月
27
日
に
「
全

国
町
村
会
館
（
2
階
第
3
会
議
室
）」
で
開

催
し
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
開
催
県
で
あ
る
本
県
の
佐
川

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例
に

よ
り
佐
川
本
県
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議

事
に
入
っ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

佐
川
愛
媛
県
会
長

四
国
四
県
町
村
会
長･

事
務
局
長
会
議

　
4
／
27
　
全
国
町
村
会
館

₃　

議
長
選
出　

佐
川
愛
媛
県
会
長

₄　

議　

事

　

⑴　

各
県
提
出
議
題

　
　

①　

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
回
当
番
の
高
知
県
笹
岡
事
務

局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
異

議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　
　

②　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
開
催
要
綱
（
案
）

に
つ
い
て

令和４年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱
　

₁．名　　称　　四国四県町村長・議長大会

₂．目　　的　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会
と執行部の立場を超えて「元気溢れる地域をつ
くる」との強い信念のもと、町村の抱える重要
課題について研修・意見交換・審議し、その実
現のためお互いに連携を密にしながら、総力を
結集して行動し、多様で個性豊かな町村自治の
振興と住民福祉の向上を期する。

₃．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会

₄．日　　程　　令和₄年₉月29日（木）
　　　　　　　　⑴　大　会　　　14時00分～15時25分
　　　　　　　　⑵　記念講演　　15時40分～17時10分
　　　　　　　　　　　講師（予定）Sansan株式会社　
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　寺田親弘氏
　　　　　　　　⑶　意見交換会　17時30分～19時30分

₅．開催場所　　徳島グランヴィリオホテル１階
　　　　　　　　　「グランヴィリオホール」　　
　　　　　　　　　徳島市万代町₃丁目5-1　℡088-624-1111

₆．出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員

₇．大会次第　　⑴　開　　会
　　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞　徳島県知事、徳島県議会議長
　　　　　　　　　　　　　　　全国町村会長
　　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出
　　　　　　　　⑺　議　　事　各県提出議題審議
　　　　　　　　⑻　決議・緊急決議
　　　　　　　　⑼　共同アピール
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑾　閉　　会

₈．意見交換会　⑴　開　　会
　　　　　　　　⑵　あいさつ
　　　　　　　　⑶　乾　　杯
　　　　　　　　⑷　懇　　談
　　　　　　　　⑸　ガンバローコール
　　　　　　　　⑹　閉　　会

　
　

③　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長・

　
　
　

議
長
大
会
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

④　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
開
催
に
伴
う
依
頼

事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
記
②
③
④
い
ず
れ
も
、
当
番

県
で
あ
る
徳
島
県
木
下
常
務
理
事

が
一
括
説
明
し
、
一
同
異
議
な
く

了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　

な
お
、
本
年
度
の
開
催
要
綱
は

別
掲
の
と
お
り
で
、
9
月
29
日
㈭

徳
島
市
の
「
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
」で
開
催
さ
れ
る
。

　
　

⑤　

そ
の
他

　

⑵　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
は
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

会
長
に
清
水
愛
南
町
長

副
会
長
に
坂
本
松
野
町
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�

　
愛
媛
県
水
道
協
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
8
町
10
市
2
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
3
年
度
水

道
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
防
止
の
た
め
会

場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審

議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

清
水
愛
南
町
長	（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

坂
本
松
野
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
6
年
6
月
8
日
ま
で
。

₅　

閉　

会

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
徳
島
県
の
坂
口

前
会
長
を
お
迎
え
し
、
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。
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会
長
に
上
村
上
島
町
長

副
会
長
に
兵
頭
鬼
北
町
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�
　
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

支
部
長
に
清
水
愛
南
町
長

副
支
部
長
に
岡
本
松
前
町
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�

　
全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

支
部
長
に
佐
川
砥
部
町
長

副
支
部
長
に
岡
本
松
前
町
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�

　
町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
6
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
3
年
度

清
掃
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
防
止
の
た
め

会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面

審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

令
和
3
年
度
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労

者
会
長
表
彰

　
　

本
年
度
は
次
の
1
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　

松
山
市　

寺
尾　

隆　

氏

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

上
村
上
島
町
長（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

兵
頭
鬼
北
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
3
月
28
日
か

ら
令
和
6
年
3
月
27
日
ま
で
。

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
4
町
2
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
3

年
度
水
産
業
振
興
対
策
事
業
推
進
等
研
究

会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、

特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

清
水
愛
南
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
6
年
6
月
8
日
。

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、「
令
和
3
年
度

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支

部
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催

し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑷　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

佐
川
砥
部
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
6
年
6
月
8
日
。

支
部
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
支
部
長
に
玉
井
西
条
市
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�

　
山
村
振
興
連
盟
県
支
部

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
6
町
8
市
で

構
成
）
は
、「
令
和
3
年
度
山
村
振
興
事
業

推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開

催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

玉
井
西
条
市
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
6
年
6
月
8
日
。
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会
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
会
長
に
清
水
愛
南
町
長

　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

�

　
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

会
長
に
佐
川
砥
部
町
長

�

を
選
出

定
期
総
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
人
権
協
会

令
和
3
年
度
定
期
総
会

�

　
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
3
町
9
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
3

年
度
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
推
進
等

研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中

止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し

た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
4
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

清
水
愛
南
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
4
月
5
日
か

ら
令
和
6
年
4
月
4
日
。

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、「
令
和
3
年
度
定
期
総
会
」
を
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
防
止
の

た
め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で

書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も

承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
4
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方
法

に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
4
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

選
任
第
1
号

　
　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

佐
川
砥
部
町
長	（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

坂
本
松
野
町
長	（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

兵
頭
鬼
北
町
長	（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
4
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
6
年
6
月
8
日
ま
で
。

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、「
令
和
3
年
度
定

期
総
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催

し
た
。
い
ず
れ
も
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
報　

告
】

　

・
会
務
報
告

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
4
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
は
、

「
令
和
3
年
度
定
期
総
会
」を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
防
止
の
た
め
会

場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審

議
に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
承
認
及

び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
報　

告
】

　

・
会
務
報
告

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

過
疎
法
延
長
準
備
積
立
基
金
に
関
す

る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
3
号

　
　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
4
号

　
　

令
和
4
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦
方

法
に
つ
い
て

　

議
案
第
5
号

　
　

令
和
4
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

・
決
議（
案
）に
つ
い
て
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔令和₄年₄月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

町村会　事務局長
（再任用　フルタイム） 渡　部　明　忠 総括、振興協会常務理事、総合事務組合事務局長

議長会　事務局長
町村会　次　　長 向　井　政　明 議長会事務局長、町村会事務局長補佐、総合事務組合次長

総　
　

務　
　

課

課　　長 中　井　貴　志 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、物資斡旋
　職員人事管理関係（町村会・議長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発
電関係）、過疎自立促進、人権協会、　監査協関係に関すること。（会計
を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、軽自動車税申告書の取扱、
ホームページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受
託事業（公有・生協　自動車事故処理関係含む）に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 原　田　祐　子

主　　事 大　宗　麻里菜

書　　記 藤　川　拓　也

派遣職員 渡　部　のぞみ

会
計
課

課長・会計管理者
振興協会出納役 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合◦互助会に関すること。主　　事 真　鍋　侑　里

事　

業　

課

課　　長 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）

◦文書発送会計に関すること。

主　　査 丹　下　浩　明

主　　査 新　岡　拓　也

書　　記 三　瀬　菜々美

お知らせお知らせ

コピー機兼FAX

市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長

松本 別府
912-2214

（3175）

（3179）（3182） 主任 係長 主任 主事

係長 主任 直946-0179

主任 主事
土居 山﨑 宮本

米田

上山

團

友澤 平岡
（3187）（3186） （3169）

（3168）

（3170）

（3194）

（3180）（3181） 事務補助 主事 主事

主事

主事
木村 池田 日野

森

近内
（3188） （3174）

（3178）

（3210）

主事

　　楠

（3189）

主任

主任

團上

（3184）

主事

主任
渡邉

福岡

主事

瀨戸

（3185）

係長 主任

松田 岩本

（3172）（3173）

事務補助

二宮
カラー
プリンター

（3176）

（2890）
（3209）

912-2209

課　長

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

古　田 　森
912-2212

係長（行政係）

中田

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

廣　瀬
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所

〔令和₄年₄月１日 現在〕
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４
月
の
会
と
催
し

▽
11
日
＝
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
職

域
・
友
好
団
体
代
表
者
会
議

▽
12
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

4
年
度
第
1
回
正
副
会
長
会

▽
14
日
＝
全
国
町
村
会
都
道
府
県
町
村
会

事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
会
都
道
府

県
町
村
会
事
務
局
長
研
修
会
（
15
日
ま

で
）

▽
18
日
＝
マ
イ
ナ
ビ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー

ム
2
0
2
2	

1
0
0
日
前
イ
ベ
ン
ト

（
仮
称
）、
第
39
回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
顕

編
集
後
記

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
、
こ
の
会
報
の
編

集
に
携
わ
り
、
5
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
町
の
ご
担
当
さ
ま
に
は
、

な
に
か
と
無
理
な
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

	

「
町
会
報
え
ひ
め
」
で
は
各
町
か
ら
の
記

事
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

お
祭
り
、
そ
の
他
新
し
い
施
設
の
完
成
Ｐ

Ｒ
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
随
時
、
募
集
中

で
す
。

 

（
問
合
せ
先
：
愛
媛
県
町
村
会　

総
務
課

℡
0
8
9
-9
4
1
-7
5
9
8　

掲
載
料

は
無
料
で
す
。）

彰
式　

▽
21
日
＝
愛
媛
県
新
幹
線
導
入
促
進
期
成

同
盟
会
令
和
4
年
度
総
会

▽
27
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
全

体
会
議
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道

府
県
会
長
会
、
四
国
四
県
町
村
会
長
・

事
務
局
長
会
議

　　

 「
情
報
」
と
事
実

　

こ
の
4
月
は
、桜
花
の
春
と
夏
日
が
、混

在
し
た
日
本
列
島
で
あ
っ
た
。

　
「
情
報
社
会
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
今

日
。
一
般
社
会
の「
情
報
」も
使
用
す
る
者

に
よ
っ
て
時
に
事
件
化
し
、
当
該
者
の
人

生
を
左
右
す
る
よ
う
な
結
末
を
も
た
ら
す
。

そ
の
事
実
が
屈
折
し
て
流
れ
る
と
、
他
者

な
り
相
手
へ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
な
も

の
と
な
る
。

　
「
情
報
」も
世
界
を
飛
び
交
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
な
れ
ば
、
特
に
政
治
、
経
済
な
ど
国

と
国
と
の
関
わ
り
か
ら
、
一
層
そ
の
結
果

に
凄
さ
が
増
し
て
く
る
。

　

さ
て
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
も
約
二
月
経
つ
が
、各
種
「
情
報
」
は

凄
ま
じ
く
、単
な
る
情
報
合
戦
と
は
言
い
が

た
い
。な
か
で
も
情
報
統
制
と
操
作
に
よ
る

「
情
報
」
は
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
相
ま
っ
て
、

真
実
が
フ
ェ
イ
ク
と
な
っ
て
流
れ
、
正
常
な

人
々
の
判
断
は
皆
無
の
方
向
へ
。そ
れ
ど
こ

ろ
か
受
け
手
が
純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

簡
単
に
フ
ェ
イ
ク
を
信
じ
、そ
の
賛
同
者
が

増
す
恐
ろ
し
さ
が
つ
き
ま
と
う
。

　
「
情
報
」は
、手
元
の
ス
マ
ホ
、
お
茶
の
間

の
テ
レ
ビ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
見
ら
れ
る

時
代
。我
が
国
な
ど
複
数
の
自
由
な
メ
デ
ィ

ア
が
捉
え
た
と
こ
ろ
の
画
像
は
、破
壊
し
尽

く
さ
れ
た
広
範
囲
な
街
中
、
民
間
人
の
惨

殺
さ
れ
た
姿
、今
現
場
の
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら

出
て
き
た
人
々
の
生
死
を
か
け
た
顔
つ
き

ま
で
ま
じ
ま
じ
と
映
し
て
い
る
。こ
の
画
面

が
一
方
で
は
、「
自
作
自
演
」
で
あ
る
と
言

い
切
り
、逆
に
フ
ェ
イ
ク
で
あ
る
と
主
張
す

る
高
官
の
顔
に
あ
き
れ
る
ど
こ
ろ
か
哀
れ

に
見
え
て
く
る
。
こ
れ
も
「
情
報
」
の
一
つ
。

　

ま
ず
情
報
統
制
下
に
あ
る
国
民
が
、
事

実
「
情
報
」
と
し
て
、隣
国
の
惨
状
を
客
観

的
に
知
り
、
自
分
自
身
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
こ
の
侵
攻
戦
争
は
止
ま
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
事
実
を
伝
え
る
「
情
報
」
と
と
も

に
真
実
を
理
解
す
る
力
が
な
け
れ
ば
、人
間

力
も
利
用
さ
れ
る
の
み
で
終
わ
り
で
あ
る
。

　

今
の
世
で
、
平
穏
な
日
常
生
活
の
な
か

に
、
い
き
な
り
病
院
、
学
校
、
幼
稚
園
、
劇

場
、
鉄
道
駅
に
爆
弾
が
降
り
注
ぎ
、
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
き
て
は
…
。
シ
ェ
ル
タ
ー
ど

こ
ろ
か
、戦
国
時
代
の
兵
糧
攻
め
の
様
相
ま

で
、
生
物
・
化
学
兵
器
か
ら
、
核
の
使
用
ま

で
出
て
き
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
人
と
し
て

は
、
何
が
何
で
も
、
二
度
と
“
核
兵
器
の

結
果
”
を
耳
に
し
た
く
な
い
。

　

抑
止
が
脅
し
に
な
り
、
保
有
が
た
め
に

使
う
、
そ
れ
も
追
い
詰
め
ら
れ
た
果
て
に

独
り
よ
が
り
で
使
用
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
先
は
人
類
が
破
滅
へ
と
往
き

つ
く
だ
け
…
。

　

兎
に
も
角
に
も
、
今
こ
の
瞬
間
“
尊
い

多
く
の
命
が
無
残
に
失
わ
れ
て
い
る
”
一

時
も
早
く
悲
劇
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
人
々
の
願
い
が
通
じ
て
ほ
し
い
。

　

人
々
が
正
常
な
自
分
を
取
り
戻
し
、“
子

ど
も
達
の
笑
顔“
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
責

任
は
、
当
該
の
リ
ー
ダ
ー
は
無
論
、
事
実
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
人
に
あ
る
…
。

　

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
平
和
は
人
間
の
幸
福
な
る
自
然
状
態
で

あ
っ
て
、
戦
争
は
人
間
の
堕
落
で
あ
り
、

恥
辱
で
あ
る
」

�

　
（
ト
ム
ソ
ン　

英
国
の
詩
人
）
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